
JP 2021-111474 A 2021.8.2

10

(57)【要約】
【課題】本発明は、検査対象電池パックに対し短絡テス
トを行う電池外部短絡テスト装置を提供する。
【解決手段】
　前記電池外部短絡テスト装置は、複数のヒューズと、
前記複数のヒューズにカップリングされるホール電流セ
ンサと、前記ホール電流センサと前記検査対象電池パッ
ク一にカップリングされる電流計と、前記検査対象電池
パックにカップリングされる電圧計と、前記ホール電流
センサにカップリングされる可変抵抗と、前記可変抵抗
と前記検査対象電池パックにカップリングされる電磁ス
イッチと、演算ユニットとを含み、前記演算ユニットは
内部に電圧計測ユニット、電流計測ユニット、温度計測
ユニット及びスイッチ制御ユニットを有する。
【選択図】図１



(2) JP 2021-111474 A 2021.8.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池外部短絡テスト装置であって、
　検査対象電池パックに対し短絡テストを行うために用いられ、
　前記電池外部短絡テスト装置は、
　複数のヒューズと、
　前記複数のヒューズにカップリングされるホール電流センサと、
　前記ホール電流センサと前記検査対象電池パックにカップリングされる電流計と、
　前記検査対象電池パックにカップリングされる電圧計と、
　前記ホール電流センサにカップリングされる可変抵抗と、
　前記可変抵抗と前記検査対象電池パックにカップリングされる電磁スイッチと、
　内部に電圧計測ユニット、電流計測ユニット、温度計測ユニット及びスイッチ制御ユニ
ットを有する演算ユニットとを含み、
　前記電圧計測ユニットが前記電圧計に接続され、前記電流計測ユニットが前記電流計に
カップリングされ、前記温度計測ユニットが温度センサを用いて前記検査対象電池パック
の温度を計測し、前記スイッチ制御ユニットが前記電磁スイッチの作動を遠隔制御する、
電池外部短絡テスト装置。
【請求項２】
　前記ヒューズの定格値が３５５Ａであり、全部で１４組のヒューズを有する、請求項１
に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項３】
　前記可変抵抗が５段階の抵抗変化値を有し、それぞれ、５ｍΩ、１０ｍΩ、２０ｍΩ、
２５ｍΩ、１００ｍΩである、請求項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項４】
　前記電磁スイッチの定格値が５０００Ａである、請求項１に記載の電池外部短絡テスト
装置。
【請求項５】
　前記検査対象電池パックと前記演算ユニットにカップリングされる短絡スイッチをさら
に含む、請求項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項６】
　前記電圧計測ユニットの計測可能な電圧範囲が０～１０００Ｖであり、精度が０．１％
であり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャンネル数が１個である、請求
項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項７】
　前記電流計測ユニットの計測可能な電流範囲が０～５０００Ａであり、精度が０.５％
であり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャンネル数が１個である、請求
項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項８】
　前記温度計測ユニットの計測可能な温度範囲が０～１００℃であり、精度が０．１℃で
あり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャンネル数が４個である、請求項
１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項９】
　前記電池外部短絡テスト装置のテスト方法が、
　（ａ）前記検査対象電池パックを前記電池外部短絡テスト装置に接続するステップ、
　（ｂ）前記電圧計を前記電圧計測ユニットに接続し、前記電流計を前記電流計測ユニッ
トに接続し、前記温度センサを検査対象電池パックに接続するステップ、
　（ｃ）前記演算ユニットにおいて電圧、電流、温度、時間などのカットオフ値を設定す
るステップ、
　（ｄ）テストを開始するステップ、
　（ｅ）テスト中の前記検査対象電池パックの電圧、電流、温度値を取得するステップ、
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　（ｆ）テストを完了し、前記検査対象電池パックの短絡保護機能が正常に作動したか否
かを評価するステップを含む、請求項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電池檢測技術に関し、特に電池外部短絡テスト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　世界的にエネルギー環境意識が高まるなか、電気バス、電気自動車が将来において世界
中に発展する重要な交通手段とされて、これらの電動乗り物の電池を検査する需要も日増
しに高まるものとされている。なお、電池モジュールの安全性は最優先とすべき問題であ
り、特に乗用車に使用される場合、私たちの命と財産に関わるため、その安全性が格段と
重要になる。電池パックの安全性を保証するために、研究者らは数多くのテスト項目を設
計し、電池が乱用された状態でその安全性を維持できるか否かを確認している。電池パッ
クが実際の使用中に起こり得るリスクに対し、圧迫、穿刺、短絡、過充電及び過放電、高
低温などの安全性テストを設計した。数ある安全テスト項目の中でも、模擬電池に発生す
る内部短絡と外部短絡のテストが最も一般的で、最も通り難い安全性試験である。
【０００３】
　国際電池安全規格、例えば、ＵＬ１９７３、ＵＬ２５８０、ＵＮ３８．３、ＥＣＥ　Ｒ
１００．０２などの規格は、いずれも電池に対し外部短絡テストを行うことを要求する。
しかし、外部短絡テストでは電池の正負極を直接導通させるため、短時間で電池に膨大な
電流値が発生し、かつ、電池本体の温度が高温になる可能性がある。特に、電圧が比較的
に高い電池パックの場合、テストに一定の危険性が伴い、発火、爆発などを引き起こすこ
とさえある。異なる規格によって、主に環境温度、外部抵抗の抵抗値を検査するなどに対
する要求が異なるが、現在使われている電池外部短絡テスト装置では抵抗値を調節するこ
とができず、仮実装の過程で収集した電池温度、電圧、電流などのパラメータに基づいて
保護条件又はテスト中止条件を設定することができないため、異なる基準の短絡テストの
要求に対応することができない。
【０００４】
　中国特許公開ＣＮ２０６６８４２７４号は、電池短絡試験装置及び電池短絡試験機を開
示し、この電池短絡試験装置が交流接触器及び交流接触器の主接点に直列に繋がる抵抗を
含むが、この装置は電池サイズに制限がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は電池檢測技術に関し、特に電池外部短絡テスト装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従来技術の前記問題を改善するために、本発明は電池外部短絡テスト装置を提供し、従
来技術における試験抵抗を調節できない、仮実装の過程で収集した電池温度、電圧、電流
などのパラメータに基づいて保護条件又はテスト中止条件を設定できない問題を解決する
。
【０００７】
　本発明の電池外部短絡テスト装置は、検査対象電池パックに対し短絡テストを行うもの
であり、前記電池外部短絡テスト装置は、複数のヒューズと、前記複数のヒューズにカッ
プリングされるホール電流センサ（Ｈａｌｌ　ｃｕｒｒｅｎｔ　ｓｅｎｓｏｒ）と、前記
ホール電流センサと前記検査対象電池パックにカップリングされる電流計と、前記検査対
象電池パックにカップリングされる電圧計と、前記ホール電流センサにカップリングされ
る可変抵抗と、前記可変抵抗と前記検査対象電池パックにカップリングされる電磁スイッ
チ、及び演算ユニットを含み、前記演算ユニットは内部に電圧計測ユニット、電流計測ユ
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ニット、温度計測ユニット及びスイッチ制御ユニットを有し、前記電圧計測ユニットが前
記電圧計に接続され、前記電流計測ユニットが前記電流計にカップリングされ、前記温度
計測ユニットが温度センサを用いて前記検査対象電池パックの温度を計測し、前記スイッ
チ制御ユニットが前記電磁スイッチの作動を遠隔制御する。
【０００８】
　本発明の一実施例において、前記ヒューズの定格値が３５５Ａであり、全部で１４組の
ヒューズを有する。
【０００９】
　本発明の一実施例において、前記可変抵抗が５段階の抵抗変化値を有し、それぞれ５ｍ
Ω、１０ｍΩ、２０ｍΩ、２５ｍΩ、１００ｍΩである。
【００１０】
　本発明の一実施例において、前記電磁スイッチの定格値が５０００Ａである。
【００１１】
　本発明の一実施例において、前記検査対象電池パックと前記演算ユニットにカップリン
グされる短絡スイッチをさらに含み、前記検査対象電池パックの短絡保護機能が失効した
場合、短絡スイッチが自動的に遮断することができる。
【００１２】
　本発明の一実施例において、前記電圧計測ユニットの計測可能な電圧範囲が０～１００
０Ｖであり、精度が０．１％であり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャ
ンネル数が１個である。
【００１３】
　本発明の一実施例において、前記電流計測ユニットの計測可能な電流範囲が０～５００
０Ａであり、精度が０．５％であり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャ
ンネル数が１個である。
【００１４】
　本発明の実施例において、前記温度計測ユニットの計測可能な温度範囲が０～１００℃
であり、精度が０．１℃であり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャンネ
ル数が４個である。
【００１５】
　本発明の一実施例において、前記電池外部短絡テスト装置のテスト方法は以下のステッ
プを含む：
　（ａ）前記検査対象電池パックを前記電池外部短絡テスト装置に接続するステップ、
　（ｂ）前記電圧計を前記電圧計測ユニットに接続し、前記電流計を前記電流計測ユニッ
トに接続し、前記温度センサを検査対象電池パックに接続するステップ、
　（ｃ）前記演算ユニットにおいて電圧、電流、温度、時間などのカットオフ値を設定す
るステップ、
　（ｄ）テストを開始するステップ、
　（ｅ）テスト中の前記検査対象電池パックの電圧、電流、温度値を取得するステップ、
　（ｆ）テストを完了し、前記検査対象電池パックの短絡保護機能が正常に作動したか否
かを評価するステップ。
【００１６】
　以上の概説と以下の詳細説明及び図面はいずれも、本発明の所期の目的を達成するため
に用いる方法、手段及び効果を説明するものである。本発明のその他の目的及び利点につ
いて、以下の説明及び図面において述べる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の電池外部短絡テスト装置の実施例１の構成図。
【図２】本発明の電池外部短絡テスト装置のテスト方法のステップのフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
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　当業者が本明細書の記載内容から本発明のその他の利点及び効果を簡単に理解できるよ
う、以下は特定の具体的な実例を用いて本発明の実施形態を説明する。
【００１９】
　本発明の検査対象電池パックとは高圧電池を意味し、その定格電圧値が３００Ｖ～１２
００Ｖであり、前記高圧電池自身がＢＭＳ（バッテリーマネージメントシステム）回路板
を有し、本発明は電池のＢＭＳ回路板の短絡保護機能を検査するために設計されたもので
ある。
【００２０】
　図１は本発明の電池外部短絡テスト装置の実施例１の構成図であり、図１が示すように
、本実施例は、定格値が３５５Ａである複数のヒューズ１１と、前記複数のヒューズ１１
にカップリングされるホール電流センサ１２と、前記ホール電流センサ１２と検査対象電
池パック１０にカップリングされる電流計１３と、前記検査対象電池パック１０にカップ
リングされる電圧計１４と、前記ホール電流センサ１２にカップリングされる可変抵抗１
５と、前記可変抵抗１５と前記検査対象電池パック１０にカップリングされ、かつ定格値
が５０００Ａである電磁スイッチ１６と、全システムの動作の制御及びテスト過程におけ
る電池の各パラメータの変化の記録を担う演算ユニット１７を含む。なお、前記複数のヒ
ューズ１１が１４組であり、前記可変抵抗１５がそれぞれ５ｍΩ、１０ｍΩ、２０ｍΩ、
２５ｍΩ、１００ｍΩである５段階の抵抗変化値を有し、前記演算ユニット１７の内部に
電圧計測ユニット１７１、電流計測ユニット１７２、温度計測ユニット１７３及びスイッ
チ制御ユニット１７４を有し、前記電圧計測ユニット１７１が前記電圧計１４に接続され
、前記電流計測ユニット１７２が前記電流計１３にカップリングされ、前記温度計測ユニ
ット１７３が温度センサ（図示せず）によって前記検査対象電池パック１０の温度を計測
し、前記スイッチ制御ユニット１７４が前記電磁スイッチ１６の作動を遠隔制御する（デ
ジタル制御とアナログ制御）。
【００２１】
　図２は本発明の電池外部短絡テスト装置のテスト方法のステップのフローチャートであ
り、前記テスト方法のステップは、
　（ａ）前記検査対象電池パックを前記電池外部短絡テスト装置に接続するステップ（Ｓ
０１）、
　（ｂ）前記電圧計を前記電圧計測ユニットに接続し、前記電流計を前記電流計測ユニッ
トに接続し、前記温度センサを検査対象電池パックに接続するステップ（Ｓ０２）、
　（ｃ）前記演算ユニットにおいて電圧、電流、温度、時間などのカットオフ値を設定す
るステップ（Ｓ０３）、なお、電池自身のＢＭＳ回路板の短絡保護機能の故障により作動
せず、検査対象電池パックの破損、ひいてはテスト装置の破損を引き起こすことを回避す
るために、本発明の電池外部短絡テスト装置は短絡スイッチを有し、前記検査対象電池パ
ックの短絡保護機能が失効した場合、短絡スイッチは、予め設定された電圧、電流、温度
、時間などのカットオフ値に到達すると自動的に遮断する。
【００２２】
　（ｄ）テストを開始するステップ（Ｓ０４）、
　（ｅ）テスト中の前記検査対象電池パックの電圧、電流、温度値を取得するステップ（
Ｓ０５）、前記演算ユニットは前記電圧計測ユニット、電流計測ユニット、温度計測ユニ
ットが計測した電池パックの電圧値、電流値、温度などパラメータの変化を取得する。
【００２３】
　（ｆ）テストを完了し、前記検査対象電池パックの短絡保護機能が正常に作動したか否
かを評価し、テスト報告を作成するステップ（Ｓ０６）、電池パック自身の短絡保護機能
が正常に作動した場合、通常は短絡テストが開始後の数ｍｓから１ｓ以内に、電池パック
のＢＭＳ回路板が自動的に短絡遮断し、テストを終了するが、電池パックのＢＭＳ回路板
の短絡保護機能が作動しなかった場合、本発明の短絡スイッチは、設定されたカットオフ
値に到達した時点でスイッチを遮断することで、ループ全体を切断してテストを終了し、
演算ユニットがテスト過程における電池パックの電圧、電流、温度などパラメータを記録
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【００２４】
　このように、本発明は、電池外部短絡テスト装置を提供し、電池パックが短絡した状態
で電池パックの保護機能が正常に作動するか否かを評価し、このテストが完了後、電池パ
ックの安全及び信頼性を検査評価し、高圧の電池短絡保護テストの検証を提供する。また
、ニーズに応じて、電磁スイッチの導通機能を遠隔制御する機能及び導通時間を設定する
機能を有する電池短絡テスト設備を設計し、異なる抵抗値に調整することが可能であり、
異なる規格のテスト要求に対応する。本発明は、ユーザがＵＬ１９７３、ＵＬ２５８０、
ＵＮ３８．３、ＥＣＥ　Ｒ１００．０２などの電池安全規格の電池外部短絡試験を実行す
るニーズに応え、かつ、電池の短絡テスト時の電圧、電流、温度値を即時に計測すること
で、完全なテスト報告を提供使用し、電池パックが安全規格テストの要求を満たすか否か
を判定し、電池パックの安全及び信頼性を検証評価する。本発明は電池サイズに対し制限
がなく、かつ、電気自動車のパワーバッテリに使用される高圧電池にも応用され、使用時
の柔軟性が高い。
【００２５】
　以上の実施例は本発明の特徴と効果を例示的に説明するものであり、本発明の実質的な
技術内容範囲を制限するものではない。当業者は、発明の精神と範囲に反しないことを前
提に、前記実施例に対し修正及び変更を行うことができる。従って、本発明の権利保護範
囲は、以下の請求の範囲の記載通りである。
【符号の説明】
【００２６】
１０　　　　検査対象電池パック
１１　　　　ヒューズ
１２　　　　ホール電流センサ
１３　　　　電流計
１４　　　　電圧計
１５　　　　可変抵抗
１６　　　　電磁スイッチ
１７　　　　演算ユニット
１７１　　　電圧計測ユニット
１７２　　　電流計測ユニット
１７３　　　温度計測ユニット
１７４　　　スイッチ制御ユニット
Ｓ０１～Ｓ０６　　　方法ステップ
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【図１】 【図２】

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月7日(2021.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池外部短絡テスト装置であって、
　検査対象電池パックに対し短絡テストを行うために用いられ、
　前記電池外部短絡テスト装置は、
　複数のヒューズと、
　前記複数のヒューズにカップリングされるホール電流センサと、
　前記ホール電流センサと前記検査対象電池パックにカップリングされる電流計と、
　前記検査対象電池パックにカップリングされる電圧計と、
　前記ホール電流センサにカップリングされる可変抵抗と、
　前記可変抵抗と前記検査対象電池パックにカップリングされる電磁スイッチと、
　内部に電圧計測ユニット、電流計測ユニット、温度計測ユニット及びスイッチ制御ユニ
ットを有する演算ユニットと、
　前記検査対象電池パックと前記演算ユニットにカップリングされる短絡スイッチとを含
み、
　前記電圧計測ユニットが前記電圧計に接続され、前記電流計測ユニットが前記電流計に
カップリングされ、前記温度計測ユニットが温度センサを用いて前記検査対象電池パック
の温度を計測し、前記スイッチ制御ユニットが前記電磁スイッチの作動を遠隔制御し、
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　前記検査対象電池パックの短絡保護機能が失効した場合、前記短絡スイッチが自動的に
遮断する、電池外部短絡テスト装置。
【請求項２】
　前記ヒューズの定格値が３５５Ａであり、全部で１４組のヒューズを有する、請求項１
に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項３】
　前記可変抵抗が５段階の抵抗変化値を有し、それぞれ、５ｍΩ、１０ｍΩ、２０ｍΩ、
２５ｍΩ、１００ｍΩである、請求項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項４】
　前記電磁スイッチの定格値が５０００Ａである、請求項１に記載の電池外部短絡テスト
装置。
【請求項５】
　前記電圧計測ユニットの計測可能な電圧範囲が０～１０００Ｖであり、精度が０．１％
であり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャンネル数が１個である、請求
項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項６】
　前記電流計測ユニットの計測可能な電流範囲が０～５０００Ａであり、精度が０.５％
であり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャンネル数が１個である、請求
項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項７】
　前記温度計測ユニットの計測可能な温度範囲が０～１００℃であり、精度が０．１℃で
あり、サンプリング周波数≧１００Ｈｚであり、計測チャンネル数が４個である、請求項
１に記載の電池外部短絡テスト装置。
【請求項８】
　前記電池外部短絡テスト装置のテスト方法が、
　（ａ）前記検査対象電池パックを前記電池外部短絡テスト装置に接続するステップ、
　（ｂ）前記電圧計を前記電圧計測ユニットに接続し、前記電流計を前記電流計測ユニッ
トに接続し、前記温度センサを検査対象電池パックに接続するステップ、
　（ｃ）前記演算ユニットにおいて電圧、電流、温度、時間それぞれのカットオフ値を設
定するステップ、
　（ｄ）テストを開始するステップ、
　（ｅ）テスト中の前記検査対象電池パックの電圧、電流、温度値を取得するステップ、
　（ｆ）テストを完了し、前記検査対象電池パックの短絡保護機能が正常に作動したか否
かを評価するステップを含み、
　かつ、前記検査対象電池パックの短絡保護機能が失効した場合、短絡スイッチが予め設
定された電圧、電流、温度、時間の何れか一つのカットオフ値に到達すると自動的に遮断
する、請求項１に記載の電池外部短絡テスト装置。
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